
人間社会学部／心理コース 職名 助教 氏名 古賀 なな子 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 2021 年 3 月に九州大学大学院人間環境学府(博士後期課程)を単位取得後退学、2023 年 4 月

より福岡県立大学に赴任いたしました。これまで主に臨床心理学、特別支援教育を中心に学び、

臨床では精神科クリニック、小学校、放課後等デイサービス、就労継続支援 A 型事業所、大学

附属の相談機関などで勤務してきました。人間性心理学をオリエンテーションとし，“人が人と

繋がって共により良く生きること”や“その人や地域がもつ力を最大限に活かすこと”に関心をも

っています。主な研究としては、人と接する場面に不安を感じやすい方が、どのような経緯で

支援に繋がるのか、社会資源をどのように認識するのかということについて研究を行っていま

す。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 古賀なな子(2022)社交不安症者がセルフヘルプ・グループへ継続参加に至る心理的過程．人間

性心理学研究，第 39 巻第 2 号，155－167． 
・ 古賀なな子(2021)社交不安症者の人的資源に着目した臨床心理学的支援に関する文献研究．九

州大学心理学研究，第 23 巻，45－52． 
・ 金子周平・白井祐浩・田中将司・古賀なな子・平井もも(2021) ファシリテーター機能自己評価

尺度の作成と妥当性の検証．人間性心理学研究，第 38 巻第 2 号，199－208． 
・ 古賀なな子・木場典子・山田悠未・池田千晶・金子周平(2021) 多面的な役割体験を重視した構

成的グループのファシリテーター訓練の実践報告．九州大学総合臨床心理学研究，第 13 巻，33
－39． 

・ 田中将司・古賀なな子・新村信貴・森陽平・金子周平(2020) 臨床心理学におけるオンラインイ

ンタビューの方法論と倫理的配慮．九州大学総合臨床心理学研究，第 12 巻，91－96． 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 古賀なな子(2021)社交不安症者が認知した人的資源との体験プロセス．日本人間性心理学会第

40 回大会 
・ 金子周平・古賀なな子(2020) ファシリテーター訓練におけるメンバー体験と体系的訓練の効果

の比較．日本人間性心理学会第 39 回大会 
・ 古賀なな子(2020)社交不安症者の家庭養育環境に対する認知に関する研究．日本人間性心理学

会第 39 回大会 
 

 ③過去の主要業績 
・ 古賀なな子(2019)社交不安傾向と学齢期の養育態度の認知に関する研究．九州大学総合臨床心

理研究，第 10 巻 



 
３．外部研究資金 
・ 浅海記念研究助成（人間性心理学会） 

 
４．受賞 

 
５．所属学会 
 日本心理臨床学会，日本人間性心理学会，九州臨床心理学会，日本育療学会 

 
６．担当授業科目 

 

学部 
教養演習・1 単位・1 年・前期 
福祉心理学・2 単位・1 年・後期 
心理学研究法・2 単位・2 年・後期（分担） 

大学院 
臨床心理基礎実習 A・1 単位・1 年・前期（共同） 
臨床心理基礎実習 B・1 単位・1 年・通年（共同） 
臨床心理実習Ⅰ(心理実践実習 A)・10 単位・1～2 年・通年（共同） 
心理実践実習 B・2 単位・1～2 年・通年（共同） 

 
７．社会貢献活動 

 
８．学外講義・講演 

 
９．附属研究所の活動等 

 


